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【講師】静岡文化芸術大学デザイン学部

教授 伊豆 裕一 氏

【講師紹介】
千葉大学工学部工業意匠学科卒業。東芝デザインセンターにて、家電製品から医療・社
会システムに至るプロダクトデザイン、ブランディング開発等に従事。
開発の初期からデザイン思考を取り入れた、重粒子線治療システムにてグッドデザイン賞金
賞（2011年度）を受賞。
その後、デザインにおける創造的な活動を研究対象としたデザイン科学研究により慶応義
塾大学デザイン工学専攻後期博士課程修了。2012年より現職。

【講演概要】
2021年度の製品開発セミナーは、近年注目される「デザイン思考」をコンセプトに「導入編」と「実践編」の2
回にわたっての講演を計画し1回目は12月に開催。日頃なじみのない方にもわかりやすい入口からの説明を
していただきました。
2回目となる実践編では「人間中心の設計とデザイン思考」、「求められるデザイン人材」、「デザイン思考の
実践に向けて」を中心に、近年注目される人間中心の設計とデザイン思考の関係について解説し、求められ
るデザイン人材及びデザイン思考導入後の取組みについて事例を交えての講演となります。

【講演テーマ】 はじめての「デザイン思考」実践編

12月開催の導入編の内容

デザインという言葉の意味は時代とともに変化し、近年では色や形を対象とする従来のイメージではなく、デザイナーの

基本となる考え方や手法が、さまざまな課題解決に役立つとする『デザイン思考』の考え方が広がってきている。

デザイン思考のプロセスは５段階（共感→問題定義→発想→プロトタイプ→テスト）あり、各プロセスにおいて各種のツー

ルを用いて物事を可視化し、拡散と収束を繰り返すことで課題解決を目指して行くことになる。

導入に向けては、①使う人の気持ちに共感するユーザー目線の発想、②右脳的な発想を促す手を動かしながら考え

る思想、③メンバーの力を最大限引き出す、協力して課題を進めるチームワークの３点が大切となる。

次回は、事例を交えこの辺りを、より具体的に解説して行きたい。

※今回、お申込いただいた方には、ご希望により事前に前回の「導入編」をご視聴いただけるURLを

メールアドレスへお送りします。

参加無料
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お問い合わせ先

〒411-0934 静岡県駿東郡長泉町下長窪1002-1
ファルマバレーセンター 『製品開発セミナー』

担当:植松、牧野

TEL : 055-980-5533  FAX：055-987-5130 
E-mail : shisetsu@fuji-pvc.jp
URL : http://www.fuji-pvc.jp

【個人情報の取扱いについて】
本申込書にご記入いただいた個人情報は、当センター
の運営に必要な業務のためのみに利用します。当セン
ターでは、個人情報は原則として第三者に開示しませ
ん。ただし、法律上開示すべき義務を負う場合などは、
例外的に第三者に個人情報を開示することがあります。
予めご了承ください。
なお、当センターにおける個人情報の取扱いについて
ご不明な点がございましたら、当センターまでご照会
ください。

FAX送信
※この用紙をそのままFAXまたはE-mailしてください

※企業名や住所、E-Mailが同じ場合は、同上とご記載ください。

※１回目をお申込みいただいた方の再度のお申込
は必要ございません

※お申込みいただいたメールアドレスへ事前に接続用のURLをお送りします。
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